
クリニックの家具工事について 
東京都町田市のクリニックの家具工事を行いました。場所は JR 町田駅前のビルの５F で、納品、施工時

について駐車、作業時間の検討、エレベターでの持ち込みサイズの検討等が必要でした。 

 納品持ち込みは駅前の歩行者の少ない時間帯の 6:00 から行い 8:00 までに完了し、他の階のクリニック様

にご迷惑を掛けないように調整しました。また、事前調査として長尺物がエレベーターに持ち込み出来るか

どうか検討しました。（家具設計を左右する大事な確認作業です。） 
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最大長のカウンターL2800＊H721＊D215のサイズをダンボールで製作し、持ち込み手順を確認しました。 

これに依り、受付カウンターは上下の 2分割で製作することに決定しました。 

 

今回の家具工事内容としては下記 5箇所です。 

１． 受付カウンター 

２． 受付背面収納 

３． 検査室壁収納 

４． 洗面台 

５． 待合室ソファー 

 

箱物共通仕様として 化粧面：ウォールナット柾目突板（縦目） 

 内部：ポリ板単色（5414白、7101黒） 

 

 



 

１． 受付カウンター 
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 配慮点  

a）カウンター天板：ベンゲ無垢 1枚板 製作状況   

       

 

 木取り段階の状況です。 

 穴が数カ所有ります。 

                              削って仕上げていけば穴がなくなると 

 予想しました。 
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しかし、所定板厚まで削っても穴は残りました。さらに大きな穴が増えて来ました。 

穴については穴より大きめの穴を NCで開けて同材にて穴埋めいたします。 

色がかなり黒いため判りにくくなりました。 

 （杉山家具製作所様には予定外の穴埋め作業をしていただいた結果、塗装後はほとんど穴埋め箇

所は判りません。） 

b）配線と点検口 

 床からの配線がかなり有ります。照明、電話、有線、LAN等あり、狭いスペースでの配線に大きめ

の点検口を 2 箇所設ける必要がありました。また、その点検口はカウンターの上、下の連結固定作

業のスペースでも有ります。 



 

 

  

 

  

 床からの配線状況。 

 

 

 

 

 4

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 特に CD管は曲がり難く余裕が必要。 

 点検口はデスク下のため、あまり

 目立たないと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 板脚の両サイド、中央板はクリップとインロー 

 にて固定しています。 

 

引出 3杯は鍵付きです。 
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天板：ベンゲ無垢 1枚板です。 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 床面は大理石です。 

 

 

 

 

 



２．受付背面収納 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  配慮点 

 引き戸ガラス部の敷居鴨居、右戸当たり部の板厚を出来るだけ扉で隠したいとの設計サイドの意向で箱

分割に工夫が必要でした。 

  ガラス引き戸のレールはソロバン車を使用してスッキリした形になりました。 

 

 

 受付カウンター側からの全景。 
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 ガラス引き戸部収まり具合です。 

 

 

 

ガラス引き戸以外はすべてプッシュラッチの開閉 

     扉です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．検査室収納 
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全景です。 

 右側収納 

 



４．化粧室 洗面台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配慮点 

ミラー部はクリップ止めとして照明器具、ミラー破損時には脱着出来ます。 

 

 ミラーを外した状況です。 

 4箇所のクリップにて固定 

 します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 9



 

 10

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全景です。 

５．待合室ソファー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  配慮点 

 多角形窓枠にバーチカルカーテンが取り付けます。そこで、窓枠とソファーの背面との隙間が狭い所で

140㎜（カーテン帯幅 100mm余裕前後 20mm）確保してソファーを単曲線で設定します。 

  当然、製作誤差もありますので、基準となる型紙（薄ベニヤ）を NC にて加工しました。型紙を現場に

並べてみましたら、ほぼ計画通りの線形でした。 
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 窓枠からソファー背面まで 

 バーチカルカーテン分＋余裕代 

 140mmを確保します。 

 

 

 

 

 

 両壁内々にソファーをはめ込む設計 

 です。 

 あとは、この型ベニヤをソファー 

 工場に送り製作に入ります。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バーチカルカーテン部を確保しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全景です。 

左側が受付カウンターになります。 

ソファーを置くことで全体の雰囲気がしまって来ました。 

4月のオープンです。 （株）マルダイ 家具部 鈴木 

 平成 21年 2月 15日 
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